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「World Art DUBAI 2021」に出展するなど、国際的に活動する現代アーティス
ト、松嶺貴幸さん。（以下タカさん）16歳の冬、転倒事故により肩から下が動かな
い身体となりながらも、そこからあらゆる苦難を乗り越え、アーティストとして
の道を歩まれました。その作品からは「生」の力強さを感じます。そして、タカさ
んと共に ART VIRALL を経営するジュエリーアーティストの松嶺三穂さん。
ジュエリーブランド「T/SUKI.」の制作・販売を行っております。ART VIRALL
はお二人のアート作品を通して、今日までになかった「美しい」をお客さまのラ
イフスタイルに取り入れていくことを目指し、活動されています。今回は代表で
あるタカさんに ivalue を利用してみての率直な感想を伺いました。

一般社団法人 ART VIRALL
〒020-0851　岩手県盛岡市向中野7-20-15ヒルズレジデンシャルS12-110
事業内容：アート制作・販売 ／ ジュエリー制作・販売
アートSHOP：https://takaarts.thebase.in/
ジュエリーSHOP：https://tsuki29.theshop.jp/

Check!!

▲ Fテーマを使用したトップページのスクリーンショット

一般社団法人 ART VIRALL 松嶺貴幸さん ( 以下タカさん )：起業

時、自社のウェブサイトは対外的な PR面と、設立に伴う事務手続き

関係、どちらも必須で、かつスピード感を要するものです。一方で、

アート作品制作を主とした私たちの事業形態の場合は特に、手を止

める暇があまりないのが現実でした。そんな中、ivalue 開発チームの

皆さんが初期立ち上げをサポートしてくださることがとても大き

かったです。最初に管理画面にて操作方法を見た際、サイトを公開し

た後でも自分たちで管理する現実性が見通せたので ivalue を選び

ました。

ivalue を選んだ理由について教えてください。

タカさん：ivalue 開発チームの皆さんの対応が素晴らしく、爽やか

で好感度を持てたことをよく覚えています。時間もかからず、内容も
理解しやすい良い時間でした。その後も SNSで連絡をとっていたも

打ち合わせはどうでしたか？

のの、打ち合わせは初回の一回のみで、あとはデザイナーの方に制作
をお任せできました。なかなか打ち合わせに時間を割くことが難し
いため、短期間での構築は非常に助かりました。また、新たなテーマ
の開発を提案してくださった事も、より私たちの色が引き立つサイ
トを可能にしたので嬉しく想います。

[1] タカさんの制作する爆竹を使用したアート　[2] タカさんのオリジナルキャラクターHAM　
[3] 三穂さんの販売するジュエリー

シンプルなデザインテーマにより
作品一点一点の魅力が最大限に
伝わるサイトができました。

。
一般社団法人 ART VIRALL 様 岩手県盛岡市
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株式会社BLUENESS＆インクレイブ株式会社(プライバシーマーク登録番号第23820036号)

https://ivalue.jp/

メールでのお問合せ：pn_support@ivalue.jp
所在地：〒980-0804 宮城県仙台市青葉区大町2-10-14 TAKAYU パークサイドビル5F

受付時間：平日9:00～18:00　※インクレイブがお受けします。
ivalue開発チーム
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タカさん：自社の業務に時間が取られる中でも、少しの操作と手直

しで自社サイトがまとまったので、手間が大きく省けました。また、

誰でも操作できる簡便さから、普段アート制作の助手として来てく

れている学生にも編集を手伝ってもらえます。今後の編集も非常に

簡易にできそうで気持ちが楽です。ウェブサイトは一度完成して終

わりではありません。ウェブサイトも SNSと同様、常に更新し続け

ることが大切だと考えます。これまでは更新するたびにコストや手

間がかかっていましたが、ivalue は更新が手軽に行えることが非常

に優れている点だと感じます。一人でも多くの方に私たちのアート

を感じていただけるよう、ウェブサイトを利用した効果的な情報発

信をこれからも心がけていきたいです。

使いやすさはいかがですか？

アートの制作活動を行うタカさんと、ジュエリーの制作・販売を行う三穂さん。お二人のアート
やデザインに対する想いを伺う度、どんどんお二人のファンになっていきました。ivalue を通し
て事業に携われたことを光栄に想います。ご協力いただき本当にありがとうございました。

ivalue 開発チームより

タカさん：ウェブサイトは本来アクティブに情報を発信する必要が

あるものだと思いますが、手間とコストが大きい作業でもあるため、

大きな時間とコストをかけて設置し、放置しているのが私の事業の

前例としてもありました。更新にもコストがかかるのが難点でした。

しかし、ivalue であれば、操作の簡易性や、自分たちで更新できると

いう手軽さから、本来のウェブサイトの役割、効果も実現できると考

えられるようになりました。

ivalue を使ったことでどんな効果がありましたか？
タカさん：私自身の夢はアーティストとして国際市場に評価され、

各国トップのアートフェアに自分の作品が展示される事ですね。一

番はスイスのアートバーゼル出展です。私が東北・岩手を拠点に目

標を達成していく事で、アーティスト、または「自分の本当にやりた

いこと」でメシが食えることに、場所は関係ないという事を次世代に

伝えたいと思っています。「なぜアートなのか？」それは、アーティス

トという超主体的活動が現代の社会に非常に重要な影響をもたらす

と考えているからです。私の活動がより多くの方の光となれるよう、

日々活動を続けていきます。

最後にタカさんが目指す夢をお聞かせください。

▲ 爆竹アートの制作現場の様子▲ ニュースページにて宣伝されていた、イベント時の写真

▲助手としてアート制作を手伝う学生さんと制作の指示をするタカさん


